
事務事業評価（平成２７年度に実施した事務事業）

部 所属名 款 項 目 事務事業名 事業の目的 判定理由 備考

167 地域福祉課 03 01 09 ★ 154,236 助成件数 件 31000 32900 32000 継続

170 地域福祉課 03 01 09 ★ 心身障害者福祉費 心身障害者の福祉向上のための事業を行う。 10,845 給付者数 人 14 18 16 継続

171 地域福祉課 03 01 09 特別児童扶養手当 障害児の保護者の経済的負担を軽減する。 特別児童扶養手当給付の事務処理。給付は県が直接支払。 176 給付者数 人 170 193 190 継続

172 地域福祉課 03 01 09 1,007 交付者数 人 110 109 105 継続

173 地域福祉課 03 01 09 特別障害者手当等給付事業 重度心身障害者（児）の経済的負担を軽減する。 14,148 給付件数 件 750 701 700 継続

174 地域福祉課 03 01 09 湖西市児童手当 3,820 給付者数 人 150 184 180 継続

176 地域福祉課 03 01 09 精神障害者福祉費 精神障害者の福祉向上のための事業を行う。 精神保健福祉会さざなみ会への補助金 385 － － － － － 継続

177 地域福祉課 03 01 09 精神障害者医療費等助成事業 5,253 助成者数 人 110 95 90 継続

180 地域福祉課 03 01 10 自立支援給付関係経費 障害者の支援 5,918 － － － － － 継続

182 地域福祉課 03 01 10 ★ 意思疎通が必要な障害者の支援 4,303 回 240 263 260 継続

183 地域福祉課 03 01 10 移動支援事業 移動に介助が必要な障害者の支援 1,288 利用者数 人 10 12 10 継続

184 地域福祉課 03 01 10 日中一時支援事業 障害者の日中の居場所の支援 障害者を日中に預かることにより、介護者の負担を軽減する。 2,711 利用者数 人 26 26 25 継続

185 地域福祉課 03 01 10 地域活動支援センター事業 障害者の活動の場の支援 49 利用者数 人 4 6 5 継続

186 地域福祉課 03 01 10 日常生活用具給付事業 障害者の日常生活のための用具の支援 障害者の日常生活を支援するための用具を給付する。 13,248 給付件数 件 1100 1220 1200 継続

187 地域福祉課 03 01 10 障害者の社会参加等の支援 300 助成者数 人 1 3 2 継続

188 地域福祉課 03 01 10 身体障害者入浴サービス事業 ,335,750 2,769 利用者数 人 4 4 4 継続

189 地域福祉課 03 01 10 障害者の入浴の支援

710

利用者数 人 2 2 2 継続
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健康福祉
部

重度障害者（児）医療費助成
事業

心身障害者の医療費を助成し、経済的負担を軽
減する。

身体障害者手帳1.2級、療育手帳Ａ、精神保健福祉手帳1級、
特別児童扶養手当1級、身体障害者手帳内部障害3級所持者
の保険診療分の医療費を助成する。

助成金額149,552,454円（補助金45,987,654円）
事務手数料4,492,800円（補助金1,790,790円） Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ

重度障害者（児）に対する医療費助成は必要不
可欠であると考えるため。今後も増大していくと
予想される。

健康福祉
部

①心身障害者扶養共済掛金の1/4を助成。
②心身障害者扶養共済給付金支給
市単
③身体障害者相談員設置
④湖西市身体障害者福祉協会への補助
⑤知的障害者相談員設置
⑥湖西市手をつなぐ育成会への補助

①掛金1,879,780円（利用者負担金1,470,580円）
②給付金6,000,000円（歳入6,000,000円）
③身体障害者相談員7人
④湖西市身体障害者福祉協会補助金482,000円
⑤知的障害者相談員2人
⑥湖西市手をつなぐ育成会補助金486,000円

Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ
障害のある方に対する助成は必要不可欠である
と考えるため。

健康福祉
部

事務処理対象児童数193人 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ
障害のある方に対する助成は必要不可欠である
と考えるため。

健康福祉
部

重度心身障害者タクシー料金
助成事業

重度心身障害者の通院等に係るタクシー料金を
助成し、経済的負担を軽減する。 タクシーの初乗り料金を助成する。（タクシー券24枚綴り/年） タクシー券交付者109人 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

障害のある方に対する助成は必要不可欠である
と考えるため。

健康福祉
部

①重度心身障害者に特別障害者手当を支給する。
②重度心身障害児に障害児福祉手当を支給する。
③障害者に経過的福祉手当を支給する。

①給付件数347件
②給付件数342件
③給付件数12件

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ
障害のある方に対する助成は必要不可欠である
と考えるため。

健康福祉
部

障害児及び遺児の保護者の経済的負担を軽減す
る。 特別児童扶養手当受給者に月額2,000円の手当を支給する。 対象児童184人 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

障害児に対する助成は必要不可欠であると考え
るため。

健康福祉
部

精神保健福祉会さざなみ会148,000円 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ
障害者団体の活動に対する補助は必要不可欠
であると考えるため。

健康福祉
部

精神障害者及び保護者の経済的負担を軽減する
。

①精神障害者の入院費用（上限12,000円/月）の一部を助成す
る。
②精神障害者の通院等の交通費（6,000円/年）を助成する。

①助成対象者55人
②助成対象者40人 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ

障害のある方に対する助成は必要不可欠である
と考えるため。

健康福祉
部

障害程度区分認定審査会、医師意見書手数料、障害福祉シス
テム改修等障害者総合支援法に係る事務経費

障害程度区分認定審査会委員報酬250,000円
医師意見書手数料347,760円
障害福祉システム改修等委託等3,682,792円

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ
障害者福祉に関する事務経費として必要不可欠
である。

健康福祉
部

コミュニケーション支援事業
※Ｈ28～意思疎通支援事業費

コミュニケーションに障害のある方に手話通訳者、要約筆記者
を派遣し、窓口に手話専門員を設置し聴覚障害者を支援する。

手話通訳者派遣1,884,475円
要約筆記者派遣190,323円
手話専門員設置2,106785円

手話通訳者・要約筆記者派
遣回数 Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ

障害のある方に対する助成は必要不可欠である
と考えるため。

健康福祉
部

移動に介助が必要な障害者にヘルパーを派遣し移動を支援す
る。

利用者12人
1,288,185円 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

障害のある方に対する助成は必要不可欠である
と考えるため。

健康福祉
部

利用者26人
2,711,880円 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

障害のある方に対する助成は必要不可欠である
と考えるため。

健康福祉
部

障害者に日中活動の場を提供することにより、社会活動等へ
の参加の場を提供する。

利用者6人
49,350円 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

障害のある方に対する助成は必要不可欠である
と考えるため。

健康福祉
部

ストマ要装具ほか　141人　13,248,763円 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ
障害のある方に対する助成は必要不可欠である
と考えるため。

健康福祉
部

身障者車免許取得費及び身障
者車改造費助成事業

障害者の社会参加等の支援のため低所得の障害者の免許取
得費用、自動車改造費用を助成する。（上限100,000円）

自動車改造
300,000円 Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ

障害のある方に対する助成は必要不可欠である
と考えるため。

健康福祉
部

自宅での入浴が困難な障害者に入浴車を派遣し、入浴サービ
スを行う。

利用者4人
2,769,210円 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

障害のある方に対する助成は必要不可欠である
と考えるため。

健康福祉
部

身体障害者施設入浴サービス
事業

自宅での入浴が困難な障害者に施設での入浴サービスを行う
。

利用者2人
710,400円 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

障害のある方に対する助成は必要不可欠である
と考えるため。
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190 地域福祉課 03 01 10 相談支援事業 障害者の相談支援 6,727 相談件数 件 1500 1692 1600 継続

191 地域福祉課 03 01 10 手話奉仕員等育成事業 手話通訳者の育成 701 受講者数 人 20 27 25 継続

192 地域福祉課 03 01 10 ★ 介護・訓練等給付費 障害者の障害福祉サービスの利用支援 597,536 利用者数 人 4300 6277 6000 継続

193 地域福祉課 03 01 10 自立支援医療費 障害児者の自立更生のための医療費支援 25,203 助成人数 人 40 39 40 継続

194 地域福祉課 03 01 10 補装具給付費 障害者の支援 9,166 給付件数 件 90 121 100 継続

健康福祉
部

障害者等の相談に応じ、障害者の生活、自立を支援する。
精神障害者相談支援を委託。
障害児者相談員を設置。

精神障害者相談支援事業委託6,200,000円
障害児者相談員設置527,500円 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

障害のある方に対する相談業務は必要不可欠で
あると考えるため。

健康福祉
部

手話通訳者を育成するため手話奉仕員養成講座を実施し底辺
の拡大を図る。（奉仕員養成講座を修了しないと手話通訳者養
成講座を受けられない。）

手話奉仕員養成講座基礎編等を実施
講師料680,840円 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

聴覚障害者の方を支援する手話奉仕員を育成す
る事業を実施することは重要であると考えるため
。

健康福祉
部

障害福祉サービス（介護給付、訓練等給付、施設入所等）の支
給をする。

利用者6,277人
596,905,227円 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

障害のある方に対する助成は必要不可欠である
と考えるため。

健康福祉
部

障害の程度を軽くしたり、取り除いたりして日常生活を容易にす
るための医療費を助成する。

利用者39人
25,074,617円 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

障害のある方に対する助成は必要不可欠である
と考えるため。

健康福祉
部

身体の不自由な部分を補って、日常生活や職業生活を容易に
するため、義肢、補聴器などの補装具の購入費を助成する。

利用者121人
9,166,001円 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

障害のある方に対する助成は必要不可欠である
と考えるため。
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